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リスク研究の難しさ

理事 上 路 雅 子

最近の BSE や食品の

偽装表示を発端にし

て、国民は「食の安全

・安心」に大きな関心

を寄せています。これ

に関連し、リスクの評

価や管理、さらにリス

クコミュニケーション

の重要性が謳われ、研究分野においてもリスク

を的確に評価し、リスクを軽減する技術の開発

が求められております。来年度から始まる当所

の次期中期計画では、農業生産環境の安全性を

確保するため、「農業環境変動、外来生物、新

たな有害化学物質等に起因する農業環境のリス

クの評価手法及び管理技術の開発」に特化・重

点化することになっています。

リスクは、「人の健康」と「生態系」に対す

るリスク、さらに地球環境に対するリスクとに

分類されます。当所の研究は、間接的に人の健

康に影響を及ぼすようなリスクに係わる研究も

ありますが、多くは生態系を対象にするもので

す。しかし、生態系でのリスク評価においては、

生物現象や化学物質の特性などに加え、環境要

因、経済、文化条件などが複雑に絡み合ってい

ることから、リスクを軽減するための要素は決

して単純ではありません。

例えば、化学物質のリスク評価を行う場合の

難しさを整理したいと思います。化学物質によ

るリスクは、当該化学物質の「有害性」と生物

（生態系）が「曝露する量（時間の概念を含む）」

との積で示されます。後者の暴露量については、

大気、土壌、水、生物など環境媒体における化

学物質の濃度分布を明らかにする（実際には濃

度予測モデルを開発して暴露量を求める）こと

により評価できるため、より精緻で使いやすい

モデルの開発に向けた研究が進められていま

す。この暴露量評価は方法論が出来上がってお

り、今後は、精度の高いリスク評価の実施に向

けて、分析法の高度化を図りながら、濃度分布

の実態に関する詳細な情報を出来る限り多く蓄

積することが必要です。

一方で、化学物質の有害性評価については多

くの難しい要因があり、評価方法も未確立です。

まず、評価対象とすべき環境が、陸域生態系か

水域生態系かが問題になります。特に、土壌生

物（微生物やミミズなど）、昆虫、野生生物の

生息する陸域は媒体として不均一性が高いため

に影響の程度の把握が非常に困難です。また、

評価にあたって指標となる生物（相）及びエン

ドポイント（個体の生存・成長や個体群の絶滅

などが考えられる）を何にするのか、どの程度

の影響を問題にするのか、影響の大きさ、可逆

性、持続時間なども重要な視点です。さらに、

複数の要因（複数の化学物質や複数生物種の存

在など）がある場合に、「生態系に与えるリス

ク」をどのように捉え評価すべきかなど、リス

クの評価方法そのものについて検討する段階に

あります。

化学物質に限らず、生態系に対するリスクを

評価する場合、そのリスク要因が負荷されるこ

とによって生じる影響のみを正確に認識するた

めには、通常の「健全な生態系」の機能や構造

を十分に明らかにしておくことが必須です。生

態系の機能と構造の解明は極めて厄介な課題で

すが。

リスクの軽減技術を開発する上で、その技術

の有効性は勿論のこと、経済的、社会的な観点

も忘れてはなりません。農業環境におけるリス

ク研究は緒に付いたばかりです。問題の解決は

決して容易でないと思いますが、これから、基

礎研究を着実に実施し、成果を積み重ねていく

ことが重要です。
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